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J I J A J O U R N A Lとは
準会員会の活動報告、情報発信のた
めのコミュニケーションマガジン。
準会員会では、掲載したもの以外にも
様々な活動を行っています。
詳しくは、ウェブサイトをご覧ください。

https://www.jija.jicpa.or.jp

日本公認会計士協会準会員会とは
　日本公認会計士協会準会員会とは、会計士補と公認会計士 
試験合格者（以下、併せて準会員）の6,914人（2025年 
12月31日現在）で構成される、オフィシャルな若手組織です。 
準会員会は、北海道分会、東北分会、東京分会、東海分会、
近畿分会、中国分会、四国分会、北部九州分会という8つの 
地方分会から成ります。各分会の幹事は、準会員の資質の 
向上、準会員相互の交流および業界の発展に寄与することを
目的として、主に以下のような活動を行っています。

l
講演会・勉強会や
交流会などの準会
員向けイベントの企
画・開催

4
著名人や様々な分
野で活躍されてい
る先輩方へのイン
タビュー

2
就活セミナーなどの
公認会計士試験合
格者向けイベントの
企画・開催

5
海外の法人視察や、
現地で活躍する邦人
へのインタビュー、ま
たその活動報告の作
成などの国際活動

3
主に高校生に向け
て公認会計士を紹
介する「そうだ、母
校に帰ろう！」企画・
開催

6
活動報告を目的とし
た「JIJA Journal」
の発行をはじめとし
た広報活動

2024年度活動報告
2024年6月 ～ 2025年6月

　2024年度に開催した活動の紹介は、当冊子の活動報告の
ページをご覧ください。
　その他、過年度に実施したインタビュー記事や活動報告、
今後開催予定のイベント等、準会員会の活動に関する様々な
情報を準会員会HP（https://www.jija.jicpa.or.jp）に掲載
しております。「準会員会」で検索ください。
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準会員会の組織について

幹事活動を通じてできること
●	 個人では困難な企画を実現できること

	 準会員会の幹事は、組織として活動できることから、大きなイベントを企画することや、個人では接することが難しい
相手へのインタビューなどができます。また、そうした企画を実現することは、大きな経験にもなります。

●	 地域や年次を超えたネットワークができること
	 幹事活動を通して、他の地域分会の準会員と交流したり、協会役員や各地域会の方々と交流する機会があります。 

こうした所属の壁を超えた交流という経験は、日々の業務に携わるだけでは得られない貴重なものにもなり得ます。

これから準会員になる方も、本業だけでは物足りなさを感じている
準会員の方も、よろしければ一緒に幹事活動をやってみませんか。
ご興味のある方は準会員会 HPのお問い合わせフォーム、または
お近くの幹事へお問い合わせください。

HPへのアクセスは
https://www.jija.jicpa.or.jpから、
もしくは「準会員会」で検索を！

幹事募集のお知らせ 日本公認会計士協会準会員会では、一緒に活動する仲間を募集しています。
皆で会計士業界を盛り上げていきましょう！

日本公認会計士協会

執行部
代表幹事  広報委員長  財務委員長  国際委員長

全国幹事会
執行部  全国地域分会長  財務担当

準会員会

各地域分会常任委員会

北海道分会

東北分会

東京分会

東海分会

近畿分会

中国分会

四国分会

北部九州分会

財務委員会

広報委員会

国際委員会
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北
海
道
分
会

●　
　
　
●　
　
　
●

　
2
0
2
4
年
度
の
北
海
道
分
会
で
は
、
例
年

夏
に
行
わ
れ
て
い
る
北
海
道
会
と
の
合
同
開
催

の
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
や
新
準
会
員
歓
迎
会
に
加
え
、

ビ
ー
ル
工
場
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
2
0
2
4
年
8
月
に
開
催
し
た
ビ
ア
パ
ー
ティ

で
は
、
北
海
道
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
幅
広
い
世

代
の
会
員
の
方
々
と
準
会
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
準
会
員
か
ら
は
、
普
段
関
わ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
な
職
種
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
会
員
の

方
と
お
話
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
の
参
考
に
な
っ
た
と
い
う
意
見
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
北
海
道
分
会

で
は
会
員
と
準
会
員
の
交
流
の
場
を
年
1
回
の

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
だ
け
で
な
く
、
秋
や
冬
に
も
交
流

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
4
年
12
月
に
は
、
初
め
て
の
試
み
で

あ
る
ビ
ー
ル
工
場
見
学
を
少
人
数
な
が
ら
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
の

創
業
地
で
あ
る
北
海
道
の
ビ
ー
ル
の
歴
史
や
製

造
過
程
を
学
ぶ
こ
と
で
、
業
務
の
際
の
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
経
済
の

理
解
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
2
0
2
5
年
1
月
に
は
、
北
海
道
分
会
に
新

た
な
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
、
歓
迎
の
意
を
込
め
て
新

年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
J
1
に
と
っ
て
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
J
2
、
J
3
に
お
い
て
も
、
業

務
上
で
は
交
流
を
持
つ
機
会
が
な
い
メ
ン
バ
ー

と
の
親
睦
を
深
め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
月
に
は
近
畿
分
会
で
開
催
さ
れ
て
い

る
E
x
c
e
l
セ
ミ
ナ
ー
に
北
海
道
分
会
と
し

て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
実
務
に
お
い
て
、
エ
ク
セ
ル
の
知
識
は
必
須

で
あ
る
た
め
、
そ
の
活
用
方
法
に
関
す
る
本
セ
ミ

ナ
ー
は
大
変
有
意
義
で
し
た
。

　
2
0
2
5
年
度
も
、
準
会
員
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
会
員
、
ひ
い
て
は
他
の
業
種
の
方
と
の
交
流

の
場
を
広
げ
る
べ
く
、
引
き
続
き
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
・
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

東
北
分
会

●　
　
　
●　
　
　
●

　
2
0
2
5
年
度
の
東
北
分
会
は
、
監
査
法
人

所
属
の
J
1
及
び
J
2
で
構
成
さ
れ
、
昨
年
度

の
18
名
を
上
回
る
19
名
で
活
動
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
内
容
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

·	

2
0
2
4
年
12
月
21
日（
土
）「
若
手
会
計
士

の
会
発
起
集
会
・
懇
親
会
」

·	

2
0
2
5
年
２
月
１
日（
土
）「
公
認
会
計
士

制
度
説
明
会
・
交
流
会
」

·	

2
0
2
5
年
３
月
８
日（
土
）「
新
人
歓
迎
会
」

·	

2
0
2
5
年
９
月
14
日（
日
）「
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
・
懇
親
会
」

2024

12/21

若
手
会
計
士
の
会
発
起
集
会
・

懇
親
会

　

東
北
会
で
立
ち
上
げ
た
若
手
会
計
士
の
会
の

初
イ
ベ
ン
ト
で
、
東
北
分
会
か
ら
も
多
数
の
準
会

員
が
参
加
し
、
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
と

し
て
Y
o
u
T
u
b
e
r
の「
あ
ま
猫
」さ
ん
を

お
招
き
し
、
公
認
会
計
士
の
キ
ャ
リ
ア
、
選
択
肢

の
考
え
方
等
に
つ
い
て
幅
広
く
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
準
会
員
と
し
て
、
横
の
つ
な
が
り
は
も
ち
ろ

ん
、
縦
の
交
流
を
持
つ
こ
と
も
で
き
、
大
変
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

各
分
会
の
活
動
報
告
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2025

2/1

公
認
会
計
士
制
度
説
明
会
・

交
流
会

　

公
認
会
計
士
短
答
式
試
験
受
験
生
を
対
象

に
、
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
受

験
生
か
ら
は
、「
早
く
合
格
し
て
働
き
た
い
！
」「
合

格
し
た
ら
東
北
で
就
職
し
た
い
！
」な
ど
好
意
的

な
感
想
も
い
た
だ
き
、
開
催
の
意
義
を
実
感
い
た

し
ま
し
た
。
受
験
生
と
準
会
員
と
は
も
ち
ろ
ん
、

準
会
員
同
士
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
結
束
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

2025

3/8

新
人
歓
迎
会

　

準
会
員
会
幹
事
へ
の
新
た
な
立
候
補
者
で
あ

る
J
1
の
方
々
を
対
象
に
、
懇
親
会
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
準
会
員
会
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

新
幹
事
に
知
っ
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
現
幹
事
も

理
解
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

の
東
北
分
会
の
発
展
を
感
じ
さ
せ
る
、
貴
重
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2025

9/14

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
・
懇
親
会

　

新
人
歓
迎
会
で
築
い
た
縦
横
の
つ
な
が
り
を

途
切
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
、
新
幹
事
を
主
役
と
し

た
上
記
イ
ベ
ン
ト
を
初
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
に
引
き
続
き
懇
親
会
に
お
い
て
も

準
会
員
会
の
活
動
内
容
、
ま
た
分
会
長
の
役
割

等
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
積
極
的
な
準
会
員
会

活
動
へ
の
参
加
を
促
し
ま
し
た
。
５
時
間
超
に
も

及
ぶ
交
流
に
よ
り
、
新
幹
事
に
準
会
員
会
の
活
動

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
、
準
会
員
会
活
動
の
活

性
化
を
予
感
さ
せ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
東
北
分
会
準
会
員
は
、
今
後
も
準
会
員
会
ひ

い
て
は
公
認
会
計
士
協
会
の
発
展
に
寄
与
す
べ

く
、
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引

き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
分
会

●　
　
　
●　
　
　
●

2024

12/14

て
り
た
ま
先
生
セ
ミ
ナ
ー

　
2
0
2
4
年
12
月
14
日（
土
）、
日
本
公
認

会
計
士
協
会
準
会
員
会
東
京
分
会
で
は「
グ
ロ
ー

バ
ル
視
点
で
生
き
る 

～
海
外
経
験
が
も
た
ら
す

人
生
の
変
革
～
」と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
国
際
的
に
活
躍
す
る
公
認
会

計
士
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア

に
不
安
を
抱
え
る
準
会
員
に
対
し
て
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
舞
台
で
の
経
験
談
を
直
接
伺
え
る
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
近
年
、
海
外
子
会
社
監
査
や
I
F
R
S
の

普
及
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
開
示
な
ど
、
国

際
的
な
業
務
に
直
結
す
る
テ
ー
マ
が
急
速
に
広
が

り
つ
つ
あ
り
、
準
会
員
に
と
っ
て
も
早
い
段
階
か

ら
国
際
的
視
点
を
意
識
す
る
重
要
性
が
増
し
て

い
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
B
I
G
4
監
査
法
人
に
33
年
在

籍
し
、
海
外
駐
在
や
人
事
部
門
な
ど
幅
広
い
キ
ャ

リ
ア
を
歩
ま
れ
た
玉
井
照
久
様（
通
称
：
て
り

た
ま
先
生
）を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
玉
井
様
は
国

際
派
公
認
会
計
士
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
等
で
も
積
極

的
に
発
信
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
に
と
っ
て
非
常

に
親
し
み
や
す
い
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
前
半
で
は
、
日
本
が
こ
れ
か
ら
直
面

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
つ
い
て
解
説
が
あ

り
、
世
界
経
済
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
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人
材
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

監
査
法
人
勤
務
の
中
で
の
海
外
駐
在
経
験
や
グ

ロ
ー
バ
ル
本
部
派
遣
で
の
実
例
を
交
え
な
が
ら
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
ス
キ
ル
や
姿
勢
が
求
め
ら

れ
る
か
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
で
は「
海
外
で
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な

心
構
え
」と
し
て
、
英
語
学
習
法
や
異
文
化
理
解

の
重
要
性
に
触
れ
ら
れ
、
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に「
海
外
で
の
経

験
は
語
学
力
だ
け
で
は
な
く
、
現
地
の
文
化
を
理

解
し
尊
重
す
る
姿
勢
が
大
切
」と
の
お
話
に
は
、

多
く
の
参
加
者
が
強
く
頷
い
て
い
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
の
時
間
に
は
、
対
面
・
オ
ン
ラ
イ

ン
を
通
じ
て
活
発
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
海
外
駐
在
を
希
望
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
手
を
挙
げ
る
べ
き
か
」「
英
語
力
に
自

信
が
な
く
て
も
挑
戦
で
き
る
の
か
」と
い
っ
た
現

実
的
な
疑
問
に
、
玉
井
様
が
丁
寧
に
回
答
さ
れ

る
場
面
が
印
象
的
で
し
た
。

　
当
日
は
対
面
21
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
69
名
の
合
計

90
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
満
足
度

は
5
点
満
点
中
4.3
点
と
高
評
価
で
、
北
海
道
か

ら
九
州
、
さ
ら
に
は
海
外
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、

全
国
規
模
で
準
会
員
会
の
活
動
を
発
信
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。「
海
外
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
よ
り

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
」「
挑
戦
す
る
勇
気

を
も
ら
え
た
」と
い
っ
た
感
想
も
多
く
寄
せ
ら
れ
、

参
加
者
の
視
野
を
大
き
く
広
げ
る
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

2024

12/21

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　
2
0
2
4
年
12
月
21
日（
土
）、
日
本
公
認

会
計
士
協
会
準
会
員
会
東
京
分
会
で
は
、
慶
應

義
塾
大
学
の
田
村
次
郎
名
誉
教
授
を
お
迎
え
し
、

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
準
会
員
が
将
来
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
層
と
し
て
成
長
す
る
た
め
に
必
要
な
ソ
フ
ト
ス

キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
先
天
的
な
資
質
で
は
な
く
、

日
常
の
中
で
鍛
え
磨
く
こ
と
が
で
き
る
ス
キ
ル
で

あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
今
回
は
特
に「
傾
聴
力
」

「
対
話
力
」に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。

　

田
村
先
生
か
ら
は
、
社
会
で
は「
正
解
の
な

い
問
題
」に
向
き
合
う
場
面
が
多
く
、
そ
の
際

に
必
要
と
な
る
の
は
対
話
力
・
交
渉
力
・
説
得

力
を
含
む「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基
礎
力
」で
あ
る

と
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
傾
聴
力
を
鍛
え
る
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
I
Q
A
A（
In
teres
t, 

Q
u
e
s
t
i
o
n, 

A
p
p
r
e
c
i
a
t
i
o
n, 

Asser
t
iveness
）、対
話
力
を
実
践
す
る

た
め
の
S
P
I
C
E（
S
i
t
u
a
t
i
o
n
, 

P
e
r
s
p
e
c
t
i
v
e, 

I
s
s
u
e, 

C
r
e
a
t
i
v
e 

o
p
t
i
o
n
s, 

Eva
lua
t
ion
/
dec
is
ion
）の
考
え

方
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
は
理
論
に
基
づ
い

た
実
践
的
な
手
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

を
決
め
た
上
で
自
己
紹
介
を
行
い
、
相
手
に
質
問

を
重
ね
な
が
ら
関
心
を
深
め
て
い
く
練
習
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後「
会
話
」と「
対
話
」の
違
い
を

踏
ま
え
、
S
P
I
C
E
の
ス
テ
ッ
プ
を
用
い
て
課

題
解
決
に
向
け
た
意
見
交
換
を
行
い
、
拡
散
か

ら
収
束
へ
と
議
論
を
進
め
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
傾
聴
を
通
じ
て
他
者
の
価
値
を
認
め

る
姿
勢
や
、
お
互
い
を
尊
重
し
た
主
張
を
行
う
重

要
性
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
32
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は「
大
変
満
足
」が
80
％
、「
満
足
」が
20
％
と

高
い
評
価
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
自
由
記
述
で

は
、「
日
々
の
議
論
を
振
り
返
っ
て
自
分
の
視
座

の
低
さ
に
気
づ
け
た
」「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

手
法
を
学
び
、
す
ぐ
に
会
議
運
営
に
活
か
せ
そ
う

だ
」「
傾
聴
は
大
事
と
思
っ
て
い
た
が
、
相
互
理
解

に
つ
な
げ
る
実
践
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

気
づ
い
た
」と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
通
じ
て
、
準
会
員

は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
基
礎
を
体
系
的
に
学
び
、

具
体
的
な
ス
キ
ル
を
体
験
的
に
習
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
準
会
員
会
で
は
今
後
も
、
専
門

知
識
に
加
え
、
キ
ャ
リ
ア
を
支
え
る
ソ
フ
ト
ス
キ

ル
を
磨
く
機
会
を
積
極
的
に
提
供
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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2025

6/21

ス
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー

　
2
0
2
5
年
6
月
21
日（
土
）、
T
K
P
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
新
宿
に
て「
ス
ー
ツ
の
魔

法
で
人
生
を
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
」と
題
し
た

ス
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
講

師
に
は
、
南
青
山
で
オ
ー
ダ
ー
ス
ー
ツ
サ
ロ
ン

3
6
9
を
運
営
さ
れ
て
い
る
中
村
武
雄
様
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
準
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て

身
近
で
あ
り
な
が
ら
実
は
学
ぶ
機
会
の
少
な
い

「
ス
ー
ツ
の
着
こ
な
し
」に
焦
点
を
当
て
、
第
一

印
象
を
高
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
の

自
信
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
企
画
さ
れ
ま

し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ス
ー
ツ
の
歴
史
や
既
製
品
と

オ
ー
ダ
ー
ス
ー
ツ
の
違
い
に
始
ま
り
、
肩
幅
・
バ

ス
ト
・
ヒ
ッ
プ
と
い
っ
た
サ
イ
ズ
感
の
重
要
性
、

イ
ン
ナ
ー
や
シ
ャ
ツ
の
選
び
方
、
ネ
ク
タ
イ
・
靴
・

ベ
ル
ト
の
組
み
合
わ
せ
方
な
ど
、
実
践
的
な
知
識

が
幅
広
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
特
に「
小
紋
柄
の

ネ
ク
タ
イ
は
避
け
る
」「
靴
と
ベ
ル
ト
の
色
を
統
一

す
る
」と
い
っ
た
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
日
々

の
装
い
に
直
結
す
る
内
容
と
し
て
大
変
好
評
を

博
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
参
加
者
が
実
際
に
着
用
し
て
い
る

ス
ー
ツ
を
そ
の
場
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
よ
り
好
印
象

を
与
え
る
着
こ
な
し
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く

時
間
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
講
師
の
的
確
な
指

摘
に「
な
る
ほ
ど
」と
う
な
ず
く
姿
や
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
そ
の
場
で
姿
勢
を
正
す
参
加
者
の
様

子
が
見
ら
れ
、
会
場
は
終
始
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
ス
ー
ツ
は
単
な
る
衣

服
で
は
な
く
、
自
ら
の
可
能
性
を
広
げ
る「
戦
闘

服
」で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
い
た
だ
け
た
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
準
会
員
会
で
は
今
後
も
、
専
門
性

に
加
え
て
実
生
活
や
キ
ャ
リ
ア
に
直
結
す
る
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
、
多
角
的
な
学
び
の
場
を
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
。

東
海
分
会

●　
　
　
●　
　
　
●

　
2
0
2
4
年
度
、
東
海
分
会
は
監
査
法
人
所

属
の
J
1
か
ら
J
4
ま
で
計
19
名
で
活
動
し
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

2025

1/6

近
畿
分
会
主
催 

監
査

E
x
c
e
l

研
修

　
2
0
2
5
年
1
月
6
日
、監
査
E
x
c
e
l

研
修
は
新
J
1
を
対
象
と
し
て
毎
年
近
畿
分
会

が
主
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
当
イ
ベ
ン

ト
に
東
海
分
会
も
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
東

海
会
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
を
貸
し
切
り
、
近
畿
分
会

の
講
師
の
方
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
会
場
を
繋
げ
、
東

海
分
会
の
新
J
1
の
皆
さ
ま
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
で
研
修
を
受
講
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
に
は

東
海
分
会
の
幹
事
メ
ン
バ
ー
が
質
問
対
応
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
待
機
し
、
研
修
中
も
適
宜
J
1
の
皆

さ
ま
か
ら
の
疑
問
点
に
お
答
え
し
ま
し
た
。

　
ま
た
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
幹
事
メ
ン
バ
ー
と

J
1
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ま
は
各
監
査
法
人
や
補
習
所
へ

入
所
し
て
か
ら
日
が
浅
く
、
様
々
な
不
安
を
抱

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
幹
事
メ
ン
バ
ー
と
し
て

認
識
し
ま
し
た
。
幹
事
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
が
そ

の
よ
う
な
不
安
解
消
の
一
助
と
な
っ
て
い
れ
ば
幸

い
で
す
。

2025

1/25

課
題
研
究
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　
2
0
2
5
年
1
月
25
日
に
開
催
し
た「
課

題
研
究
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」は

2
0
2
3
年
度
よ
り
北
部
九
州
分
会
で
開
催
さ

れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
公
認
会
計
士
と
し
て

活
動
す
る
中
で
は
、
自
分
の
意
見
を
説
得
力
あ

る
文
章
に
し
て
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
説
明
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
に
よ

り
近
年
は
そ
う
い
っ
た
練
習
を
す
る
機
会
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
当
イ
ベ
ン
ト
で
は
課
題
研
究

論
文
の
書
き
方
を
学
ぶ
中
で
、
説
得
力
の
あ
る

論
理
展
開
の
組
立
て
方
を
学
ぶ
こ
と
、
普
段
の
業

務
で
発
生
す
る
様
々
な
課
題
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
を
学
び
柔
軟
な
問
題
解
決
能
力
を
養
う
こ
と

を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
監
査
E
x
c
e
l
研
修
と
同
様
に
、

東
海
会
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
を
貸
し
切
り
、
西
南
学

院
大
学
の
原
口
健
太
郎
准
教
授
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
会
場
を
繋
げ
て
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
受
講
し
ま

し
た
。
双
方
向
の
講
義
に
よ
り
受
講
生
の
質
問

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
講
師
に
回
答
い
た
だ
き
非
常

に
学
び
の
あ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
セ
ミ

ナ
ー
終
了
後
に
は
幹
事
メ
ン
バ
ー
と
受
講
生
の
交

流
会
を
企
画
し
、
受
講
生
の
皆
さ
ま
に
は
準
会

員
会
の
活
動
に
も
ご
興
味
を
お
示
し
い
た
だ
け
ま

し
た
。
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2025

2/1

ビ
ー
ル
工
場
見
学

　
2
0
2
5
年
2
月
1
日
、
ビ
ー
ル
工
場
見
学

は
2
0
2
4
年
度
よ
り
東
海
分
会
で
開
始
し
た

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
愛
知
県
清
須
市
の
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
工
場
に
お
邪
魔
し
、
製
造
現
場
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

愛
知
県
は
製
造
業
が
非
常
に
活
発
な
地
域
で

あ
り
、「
も
の
づ
く
り
王
国
」と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
東
海
地
域
で
働
く
準
会
員
の
多

く
は
製
造
業
に
関
与
す
る
機
会
が
多
い
も
の
の
、

近
年
の
論
文
式
試
験
は
合
格
年
齢
が
低
年
齢
化

し
て
お
り
、
多
く
の
準
会
員
が
社
会
人
と
し
て
の

経
験
を
経
る
こ
と
な
く
会
計
監
査
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
会
計
監
査
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
理
解
が

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
会
計
監
査
を
取
り
組
む

前
に
製
造
現
場
の
実
態
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
J
1
か
ら
J
3
ま
で
16
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
の
方
の
案
内
で
工
場
内
を
見
学
し
て
回
り
、
製

造
現
場
の
実
態
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
ツ
ア
ー
終

盤
に
は
工
場
直
送
の
生
ビ
ー
ル
を
体
験
し
、一
日

を
通
じ
て
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

2025

3/21

ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会

　
2
0
2
5
年
3
月
21
日
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流

会
は
2
0
2
4
年
度
よ
り
東
海
分
会
で
開
始
し

た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
東
海
分
会

で
は
年
次
や
法
人
を
超
え
た
繋
が
り
が
希
薄
化

し
て
い
ま
し
た
。
当
イ
ベ
ン
ト
で
は
年
次
や
法
人

を
隔
て
ず
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
よ

る
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
当
日
は
15
名
の
方
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
準
会
員
同
士
の
交
流
促

進
に
役
立
ち
ま
し
た
。

近
畿
分
会

●　
　
　
●　
　
　
●

2024

9/8

監
査
の
魅
力
に
迫
る
！

若
手
会
計
士
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

　
2
0
2
4
年
9
月
8
日（
日
）に
近
畿
会
研
修

室
に
て
、「
監
査
の
魅
力
に
迫
る
！
若
手
会
計
士

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」を
公
認
会
計
士
協
会
近
畿
会

広
報
部
と
中
堅
若
手
委
員
会
と
の
共
催
と
い
う

形
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
監
査
現
場
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
若
手
会
計
士
の
皆
様
を
計
8
法
人
よ

り
お
招
き
し
、「
監
査
」や「
監
査
法
人
」の
魅
力

に
つ
い
て
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
若
手
で
あ
り
な
が
ら
も
イ

ン
チ
ャ
ー
ジ
を
務
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
監
査
で

の
ご
経
験
が
豊
富
な
８
名
に
登
壇
者
と
し
て
お

集
ま
り
い
た
だ
き
、
普
段
従
事
さ
れ
て
い
る
イ
ン

チ
ャ
ー
ジ
業
務
に
つ
い
て
、
休
み
の
過
ご
し
方
、

新
人
の
こ
ろ
の
お
話
、現
在
思
い
描
い
て
い
る
キ
ャ

リ
ア
な
ど
、「
監
査
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
な
が

ら
、
幅
広
い
ト
ー
ク
テ
ー
マ
で
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
時
に
失
敗
談
を
交
え
な
が
ら
、
十
人
十

色
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
参
加

者
の
皆
様
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
最
後
に
は
監
査
の
や
り
が
い
の
部
分
に

つ
い
て
も
、
登
壇
者
の
皆
様
よ
り
様
々
な
ご
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
良
好
な

関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
と
き
、
会
社
や
科
目

に
対
し
て
理
解
が
深
ま
り
チ
ー
ム
内
で
改
善
提

案
が
で
き
た
と
き
、
担
当
す
る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の

決
算
等
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
社
会
と
の
つ
な
が
り

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

か
ら
感
謝
さ
れ
た
と
き
、
自
分
自
身
の
経
験
を

生
か
し
て
新
た
な
視
点
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
提
供

で
き
た
と
き
な
ど
、
ど
れ
も
素
敵
な
ご
回
答
で
勉

強
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
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2024

12/21

監
査
E
x
c
e
l

研
修

（
基
礎
）

　
2
0
2
4
年
12
月
21
日（
土
）に
近
畿
会
研

修
室
に
て
、「
監
査
E
x
c
e
l
研
修（
基
礎

編
）」を
開
催
し
、
会
場
に
は
83
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
多
く
の
好
評
の
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

講
師
は
前
年
に
引
き
続
き
、
監
査
法
人
で

勤
務
さ
れ
て
い
る
村
上
昌
志
氏
に
ご
登
壇
い
た

だ
き
、
E
x
c
e
l
研
修
の
講
師
を
務
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
研
修
内
容
と
し
て
は
、
日
々

の
監
査
業
務
で
E
x
c
e
l
を
ど
の
よ
う
に

使
用
す
る
の
か
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
い
た
こ

と
に
加
え
、
実
務
で
使
う
E
x
c
e
l
の
関

数
や
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
キ
ー
な
ど
の
、
基
礎
的

な
E
x
c
e
l
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
実
際
に

E
x
c
e
l
を
操
作
し
な
が
ら
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
基
礎
的
な
E
x
c
e
l
の
使
い
方
に

と
ど
ま
ら
ず
、
監
査
調
書
を
作
成
す
る
と
い
う

演
習
も
あ
り
、
研
修
で
学
ん
だ
E
x
c
e
l
の

使
い
方
が
監
査
調
書
を
作
成
す
る
際
に
ど
の
よ

う
に
役
立
つ
の
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

監
査
法
人
入
所
前
の
方
に
と
っ
て
は
、
監
査
実

務
を一足
早
く
体
験
す
る
こ
と
も
で
き
、
非
常
に

勉
強
に
な
る
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
々
に
も
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
い
た

だ
き
、
研
修
を
受
講
し
な
が
ら
、
実
際
に
手
を

動
か
し
、
E
x
c
e
l
の
操
作
に
つ
い
て
学
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に
操
作
す
る
こ
と

に
よ
り
、
よ
り
実
践
的
に
E
x
c
e
l
の
使
い

方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
研
修
後
に
は
交
流
会
の
時
間
を
設
け
、

受
講
生
同
士
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2025

1/4

先
輩
会
計
士
に
聞
く

「
監
査
で
使
う
英
語
」セ
ミ
ナ
ー

	　
2
0
2
5
年
1
月
4
日（
土
）、
新
Ｊ
1

を
含
む
準
会
員
を
対
象
に「
先
輩
会
計
士
に
聞

く
監
査
で
使
う
英
語
セ
ミ
ナ
ー
」を
オ
ン
ラ
イ
ン

（
z
o
o
m
）で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
年
始
早
々

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
で
し
た
が
、
1
7
0
名
を
超
え

る
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
セ
ミ
ナ
ー
は
、
監
査
業
務
の
中
で
英
語
を

活
用
す
る
場
面
が
多
い
一
方
で
、
英
語
に
対
し
て

苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
る
準
会
員
は
少
な
く
な
い

こ
と
か
ら
、
監
査
業
務
に
お
け
る
英
語
の
必
要
性

や
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
場
面
で
必
要
と
な
る

の
か
に
つ
い
て
、
準
会
員
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
趣
旨
の
も
と
企
画
い
た
し
ま
し

た
。
太
陽
有
限
責
任
監
査
法
人
の
田
中
雅
実
様

を
講
師
に
お
招
き
し
、
監
査
で
使
う
英
語
が
必

要
と
さ
れ
る
業
務
や
勉
強
法
、
海
外
駐
在
の
体

験
談
等
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の

後
半
の
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
、
参
加
者
の
皆

様
か
ら
積
極
的
に
ご
質
問
い
た
だ
き
、
英
語
を
使

う
業
務
や
海
外
駐
在
に
対
し
て
、
関
心
を
寄
せ
て

い
る
方
が
多
く
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　

海
外
駐
在
経
験
の
あ
る
田
中
様
の
お
話
は
、

今
後
海
外
駐
在
を
目
指
し
て
い
る
方
に
と
っ
て
、

ま
た
一
方
で
英
語
に
苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
る
方

に
と
っ
て
も
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

中
国
分
会

●　
　
　
●　
　
　
●

　

中
国
分
会
で
は
、
2
0
2
4
年
10
月
19
日

（
土
）に「
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
」を
弁
護
士
会
と
合

同
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
過
去
よ

り
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
楽

し
む
こ
と
で
中
国
分
会
で
の
交
流
の
機
会
を
設
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ッ
ト

サ
ル
後
に
は
懇
親
会
も
開
催
し
、
食
事
を
楽
し
み

な
が
ら
地
域
の
士
業
仲
間
と
交
流
を
深
め
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
2
0
2
5
年
3
月
16
日（
日
）に
は
、
昨

年
度
新
た
に
中
国
分
会
へ
入
会
さ
れ
た
J
1
の

方
々
の
歓
迎
の
場
と
し
て「
新
入
所
生
歓
迎
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
法
人

や
年
次
の
垣
根
を
越
え
て
J
1
の
皆
さ
ん
の
疑

問
点
や
不
安
点
に
対
し
、
先
輩
が
ア
ド
バ
イ
ス
を

送
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
活
動
予
定
と
し
て
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
秋
ご
ろ
に
弁
護
士
会
と
の「
フ
ッ
ト
サ

ル
大
会
」の
開
催
に
向
け
て
企
画
を
進
め
て
い
ま

す
。
普
段
、
運
動
習
慣
の
な
い
方
や
他
の
士
業
仲

間
と
交
流
す
る
機
会
が
な
い
方
に
と
っ
て
、
士
業

仲
間
と
和
や
か
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
は
と
て

も
貴
重
で
あ
り
、
今
年
度
も
開
催
を
切
望
す
る

声
が
多
数
聞
か
れ
ま
し
た
。
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
後

の
恒
例
と
な
っ
て
い
る
懇
親
会
も
開
催
予
定
で
、

異
業
種
の
方
と
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
知
見
を

深
め
、人
脈
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
2
0
2
6
年
3
月
頃
に
は
、
今
年
度
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新
た
に
中
国
分
会
へ
入
ら
れ
た
J
1
の
方
々
の

歓
迎
の
場
と
し
て「
新
入
所
生
歓
迎
会
」の
開
催

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
昨
年
と
同
様
に

J
1
か
ら
J
3
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
で
、
監
査

法
人
と
実
務
補
習
所
に
入
所
さ
れ
て
間
も
な
い

J
1
の
皆
さ
ん
の
疑
問
や
不
安
な
ど
に
先
輩
が

ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
場
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
監
査
法
人
の
研
修
期
間
が
終
わ
っ
て
初

往
査
を
体
験
し
た
話
、
補
習
所
の
講
義
や
考
査
へ

の
向
き
合
い
方
な
ど
、
J
1
か
ら
J
3
と
い
う

監
査
法
人
に
入
っ
て
日
が
浅
い
会
計
士
な
ら
で
は

の
話
で
、
準
会
員
会
同
士
の
親
睦
が
深
ま
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
お
忙
し
い
中
で
あ
り
な

が
ら
イ
ベ
ン
ト
企
画
に
向
け
尽
力
い
た
だ
い
た
皆

様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

四
国
分
会

●　
　
　
●　
　
　
●

　
四
国
分
会
は
、
現
在
24
名
で
活
動
し
て
お
り
、

小
規
模
な
ら
で
は
の
つ
な
が
り
の
強
さ
が
特
徴
で

す
。
本
年
度
は
、
新
し
く
4
名
の
J
1
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
、
3
月
に
は
新
人
歓
迎
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
先
輩
・
後
輩
の
垣
根
を
越
え

て
交
流
す
る
中
で
、
業
務
に
関
す
る
意
見
交
換

だ
け
で
な
く
、
趣
味
や
日
常
生
活
に
ま
つ
わ
る
話

題
も
多
く
飛
び
交
い
、
分
会
と
し
て
の
一
体
感
が

よ
り
強
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
繁
忙
期
を
終
え
た
時
期
に
は
、
情
報

共
有
を
兼
ね
た
食
事
会
も
行
い
ま
し
た
。
各
自

の
業
務
で
の
工
夫
や
学
び
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

互
い
に
刺
激
を
受
け
、
今
後
の
取
組
に
活
か
せ
る

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
接
点
の
な
か
っ
た
他
分
会
と
の
交
流

に
つ
い
て
も
、
全
国
幹
事
会
へ
の
参
加
を
通
じ
て

新
た
に
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有
意

義
で
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
う
し
た
交
流
の
機
会
を
継
続
的

に
設
け
な
が
ら
、
四
国
分
会
な
ら
で
は
の
活
動
を

発
展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
準
会
員
同
士
が
互
い

に
支
え
合
い
、
学
び
合
え
る
場
と
し
て
、一
層
魅

力
あ
る
分
会
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

北
部
九
州
分
会

●　
　
　
●　
　
　
●

2025

1/25

課
題
研
究
論
文

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　
2
0
2
5
年
1
月
25
日（
土
）に
、
北
部
九
州

分
会
と
東
海
分
会
の
共
同
企
画
と
し
て「
課
題
研

究
論
文
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」を

開
催
し
ま
し
た
。
西
南
学
院
大
学
の
原
口
健
太

郎
准
教
授
を
講
師
に
お
招
き
し
、
論
文
執
筆
に

必
要
な
ス
キ
ル
を
学
び
ま
し
た
。

　
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
会

場
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
第
一
部
・
第
二
部
を
合
わ
せ
て
1
6
2

名
に
の
ぼ
り
、
論
文
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま

し
た
。
講
義
は
、
論
文
式
試
験
と
論
文
の
違
い

か
ら
始
ま
り
、
論
文
執
筆
の
ル
ー
ル
や
先
行
事

例
の
分
析
方
法
ま
で
、
実
践
的
な
内
容
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
し
た
。
論
文
執
筆
の
ポ
イ
ン
ト
を
改

め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
研
究
活
動
に

活
か
し
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
G
o
o
g
l
e

フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
質
問
対

応
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
活
発
に
行
わ
れ
、
講
師

と
参
加
者
が
双
方
向
に
学
び
を
深
め
ら
れ
る
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
5
点
満
点
中

4.8
点
と
非
常
に
高
い
満
足
度
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は「
具
体
的
な
事
例
を
通
し
て

論
文
の
書
き
方
が
理
解
で
き
た
」「
他
の
人
の
論

文
を
批
判
的
に
検
討
す
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
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の
で
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」と
い
っ
た
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
熱

心
に
質
問
や
意
見
を
交
わ
し
て
い
た
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

　
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
得
ら
れ
た
学
び
や

反
省
点
を
活
か
し
、
次
回
の
イ
ベ
ン
ト
や
来
年
度

の
開
催
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
有
益
な
企

画
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

2025

2/14

弁
護
士
×
 

公
認
会
計
士
若
手
交
流
会

　
2
0
2
5
年
2
月
14
日（
金
）、
公
認
会
計

士
と
弁
護
士
の
若
手
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

専
門
分
野
が
異
な
る
両
者
が
相
互
理
解
を
深
め
、

将
来
的
な
協
業
の
可
能
性
を
模
索
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
本
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
合
計
39
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
自
己
紹
介
に
始
ま
り
、
公
認
会
計

士
と
弁
護
士
そ
れ
ぞ
れ
2
名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
両
者
が
自
身

の
業
務
や
試
験
制
度
、
専
門
性
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
、
相
互
の
役
割
や
協
業
の
可
能
性
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は「
弁
護

士
と
会
計
士
が
連
携
す
る
こ
と
で
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
可
能
に
な
る
と
感
じ
た
」「
定
期
的
に

開
催
し
て
関
係
を
深
め
て
い
き
た
い
」と
い
っ
た
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
後
の
懇
親
会
で
は
、

業
務
以
外
の
話
題
で
も
盛
り
上
が
り
、
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
で
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
異
な
る
専
門
分
野
を
持
つ
参
加
者
同
士

が
フ
ラ
ン
ク
に
交
流
す
る
こ
と
で
、
普
段
の
業
務

で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
学
び
と
発
見
が
あ
っ
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
今
回
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
、

専
門
分
野
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
、

新
た
な
協
業
の
機
会
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

2025

3/2

第
2
回
九
州
経
営
分
析

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

　
2
0
2
5
年
3
月
2
日（
日
）に
、
西
南
学
院

大
学
の
原
口
健
太
郎
准
教
授
が
主
催
す
る「
第

2
回
九
州
経
営
分
析
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
若
手

公
認
会
計
士
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
学
生
が
経

営
分
析
を
行
い
、
実
務
家
の
公
認
会
計
士
に
直

接
発
表
す
る
貴
重
な
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

会
計
人
の
育
成
と
実
務
・
学
術
界
の
連
携
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
原
口
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
が
九
州
の

企
業
を
対
象
に
行
っ
た
経
営
分
析
や
戦
略
立
案

の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
発
表
後
、
日
本
公

認
会
計
士
協
会
北
部
九
州
会
の
役
員
の
方
々
か

ら
丁
寧
な
講
評
を
い
た
だ
き
、
学
生
た
ち
は
実

務
家
の
視
点
か
ら
具
体
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
2
年
生

の「
久
光
製
薬
と
ロ
ー
ト
製
薬
の
財
務
分
析
及
び

比
較
」が
奨
励
賞
を
、
3
年
生
の「
西
鉄
グ
ロ
ー

バ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
―
海
外
不
動
産
事
業
の
可
能
性

―
」が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー

は
、
発
表
で
最
も
注
力
し
た
論
理
性
が
高
く
評

価
さ
れ
た
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
知
識

と
実
践
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
の
難
し
さ
や
、

多
く
の
助
言
を
得
な
が
ら
チ
ー
ム
で
課
題
を
解

決
し
た
経
験
が
、
非
常
に
貴
重
な
学
び
と
な
っ
た

こ
と
に
感
謝
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
学
生
の
努
力
が

実
務
家
か
ら
直
接
評
価
さ
れ
る
と
い
う
、
大
変

有
意
義
な
場
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う

な
連
携
を
通
じ
て
、
実
務
と
学
術
の
両
面
か
ら

会
計
人
の
育
成
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。



1 2

C
o
u
n
t
r
y
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民
で
あ
る
ア
ボ
リ
ジ

ニ
と
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
の
伝
統
的
な
土
地
所

有
を
認
め
、
敬
意
を
表
す
言
葉
で
あ
り
、
C
A 

A
N
Z
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
冒
頭
や
C
P
A 

A
u
s
t
r
a
l
i
a
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
N
S
W 

P
r
e
s
i
d
e
n
t
’s 

D
i
n
n
e
r
な
ど
、

様
々
な
場
面
で
頻
繁
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
日

常
的
に
多
様
性
を
意
識
す
る
機
会
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
が
自
然
と
人
々
の
意
識
に
浸
透
し

て
い
く
こ
と
で
、
女
性
を
含
む
多
様
な
人
材
が
活

躍
し
や
す
い
環
境
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
さ
ら
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
女
性
の
活
躍

を
推
進
す
る
た
め
に
、E
q
u
a
l
i
t
y（
平
等
）

で
は
な
く
E
q
u
i
t
y
（
公
平
）と
い
う
概
念
を

重
視
し
て
い
る
。
E
q
u
i
t
y
と
は
、
個
人
の

事
情
に
合
わ
せ
て
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
す
べ
て
の
人
が
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
て
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。 

こ
れ
は
、
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
環
境
を
作

る
上
で
重
要
な
考
え
方
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
上
場
企
業
で
は
、

公
認
会
計
士
の
女
性
C
E
O
や
役
員
が
数
多
く

活
躍
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
カ
ン
タ
ス
航
空
の
バ

ネ
ッ
サ
・
ハ
ド
ソ
ン
C
E
O
や
、
T
e
l
s
t
r
a

の
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
・
ブ
レ
イ
デ
ィ
C
E
O
は
、
い

ず
れ
も
公
認
会
計
士
の
資
格
を
持
つ
女
性
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
存
在

は
、
会
計
士
を
目
指
す
女
性
に
と
っ
て
大
き
な
励

み
と
な
り
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
選
択
肢
を
広
げ
る

効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
加
え
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
統
計
局（
A
B
S
）

は
じ
め
に

　
2
0
2
4
年
11
月
25
日
か
ら
11
月
30
日
に
か

け
て
実
施
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
会
計
士
業
界

に
お
け
る
現
地
調
査
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
本
調

査
は
、
日
本
の
会
計
士
業
界
が
直
面
す
る
主
要

課
題
で
あ
る
女
性
会
計
士
比
率
の
向
上
、
労
働

環
境
の
改
善
、
会
計
士
の
能
力
開
発
に
つ
い
て

知
見
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

調
査
で
は
、
C
A 

A
N
Z（
C
h
a
r
t
e
r
e
d 

A
c
c
o
u
n
t
a
n
t
s 

A
u
s
t
r
a
l
i
a 

a
n
d 

N
e
w 

Z
e
a
l
a
n
d
）、C
P
A 

A
u
s
t
r
a
l
i
a
、
D
e
l
o
i
t
t
e
シ
ド

ニ
ー
事
務
所
、
G
r
a
n
t 

T
h
o
r
n
t
o
n
、

及
び
J
E
T
R
O
シ
ド
ニ
ー
事
務
所
を
訪
問

し
、
各
組
織
の
取
り
組
み
や
現
状
に
つ
い
て
詳
細

な
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

第
1
章 
女
性
会
計
士
の
活
躍
推
進

第
1
節 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
現
状
と
特
徴

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
会
計
専
門
職
に
お
い
て
、

女
性
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
い
。
C
A 

A
N
Z
の

会
員
に
お
け
る
女
性
比
率
は
約
4
4
% 

1
に
達

し
て
お
り
、
こ
れ
は
日
本
に
お
け
る
公
認
会
計
士

の
女
性
比
率
１
６・3
% 

2
と
比
較
す
る
と
極

め
て
高
い
水
準
で
あ
る
。

　
こ
の
高
い
水
準
を
達
成
し
て
い
る
要
因
と
し

て
、
多
様
性
に
関
す
る
意
識
を
日
常
的
に
喚
起

し
、
継
続
的
に
確
認
す
る
組
織
文
化
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
社
会

全
体
が
多
様
性
を
尊
重
す
る
価
値
観
を
共
有
し

て
お
り
、
そ
れ
が
会
計
専
門
職
の
分
野
に
お
い

て
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
具

体
例
と
し
て
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
人
々
へ
の
謝
辞

表
明「
A
c
k
n
o
w
l
e
d
g
e
m
e
n
t 

o
f 

2
0
2
4
年
度
海
外
視
察 

i
n 

A
u
s
t
l
a
r
i
a
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及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
準
備
銀
行（
R
B
A
）の

報
告
に
よ
る
と
、
2
0
2
4
年
第
2
四
半
期
の

消
費
者
物
価
指
数（
C
P
I
）は
前
年
同
期
比

2.8
％
3
上
昇（
前
期
比
0.2
％ 

3
上
昇
）を
記
録
し

て
い
る
。
イ
ン
フ
レ
率
の
ピ
ー
ク（
2
0
2
2
年

第
４
四
半
期
）は
越
え
た
も
の
の
、
イ
ン
フ
レ
の

高
止
ま
り
又
は
上
昇
が
続
い
て
い
る
状
況
下
で
、

片
働
き
で
は
生
活
維
持
が
困
難
な
経
済
環
境
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
女
性
の
就
労
意
欲
を

高
め
、
会
計
士
と
し
て
活
躍
す
る
女
性
が
増
加

す
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

第
2
節 

日
本
へ
の
示
唆

　
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
、
日
本
の
会
計
士

業
界
へ
の
重
要
な
示
唆
が
得
ら
れ
る
。
第
一
に
、

多
様
性
の
問
題
を
女
性
比
率
と
い
う
単
一
の
指

標
に
限
定
せ
ず
、
よ
り
包
括
的
な
視
点
で
捉
え
直

す
必
要
性
が
浮
か
び
上
が
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
は
、

よ
り
広
範
な
多
様
性
推
進
の
文
脈
の
中
で
効
果

的
に
解
決
さ
れ
う
る
。
組
織
の
多
様
性
が
も
た

ら
す
具
体
的
な
価
値
創
造
に
つ
い
て
、
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
し
、
構
成
員
一
人
一
人
の
理
解
と
納

得
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会
は
既
に
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
上
で
女
性
会
計
士
の
活
躍
を
定
期
的
に

発
信
す
る
な
ど
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
可
視
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
既
存
の
取
り
組
み
を

基
盤
と
し
つ
つ
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
施
策
と
し

て
、
女
性
会
計
士
同
士
の
メ
ン
タ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
構
築
や
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
に
特
化

し
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
が
考
え

ら
れ
る
。
特
に
、
若
手
か
ら
ミ
ド
ル
キ
ャ
リ
ア
の

女
性
会
計
士
に
対
し
て
、
具
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
の
提
示
と
そ
れ
に
応
じ
た
段
階
的
な
支
援
を
行

う
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
職
を

目
指
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
重
要
な
課
題
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る

取
り
組
み
の
体
系
化
と
情
報
開
示
の
充
実
が
挙

げ
ら
れ
る
。
現
状
で
は
、
女
性
比
率
の
推
移
と

目
標
値
は
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
目
標
達
成

に
向
け
た
具
体
的
施
策
の
詳
細
や
、
各
施
策
の

効
果
測
定
結
果
、
改
善
へ
の
貢
献
度
分
析
、
継

続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
な
ど
の
情
報
開
示
が

な
い
。
こ
の
課
題
に
対
し
て
は
、
日
本
公
認
会
計

士
協
会
が
中
心
と
な
り
、
業
界
全
体
と
し
て
体

系
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
確
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
D
E
I（
多
様
性
・
公
平
性
・

包
摂
性
）と
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
関
す
る
包
括
的
な
取
り
組
み
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
経
営
層

に
よ
る
明
確
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
表
明
、
実
現

に
向
け
た
戦
略
的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
、
女

性
の
昇
進
に
関
す
る
具
体
的
な
数
値
目
標
の
設

定
と
そ
の
進
捗
の
定
期
的
な
測
定
・
報
告
が
含

ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
採
用
か
ら
定
着
、
昇
進
に
至

る
ま
で
の
一
貫
し
た
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確

立
、
賃
金
格
差
の
是
正
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
の
確
保
な
ど
、
具
体
的
な
施
策
の
実
施
と
そ
の

効
果
測
定
を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の「
A

	

c

	

k

	

n

	

o

	

w

	

l

	

e

	
d
	
g
	e	

m
e
n
t 

o
f 

C
o
u
n
t
r
y
」の
よ
う
に
、
多

様
性
へ
の
意
識
を
日
常
的
に
喚
起
す
る
具
体
的

な
施
策
の
導
入
も
検
討
に
値
す
る
。
例
え
ば
、

会
計
士
協
会
の
公
式
行
事
や
準
会
員
会
の
幹
事

会
に
お
い
て
、
多
様
性
尊
重
の
宣
言
を
行
う
こ

と
や
、
定
期
的
な
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
修
の
実
施

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
形
式
的
な
も
の
に
と
ど
め
ず
、
組
織

文
化
の
本
質
的
な
変
革
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
事
例
か
ら

学
ぶ
べ
き
は
、
数
値
目
標
の
達
成
に
と
ど
ま
ら
な

い
、
よ
り
本
質
的
な
組
織
変
革
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で

あ
る
。
日
本
の
会
計
士
業
界
が
直
面
す
る
課
題

に
対
し
て
は
、
女
性
比
率
の
向
上
と
い
う
目
標

そ
の
も
の
の
意
義
を
問
い
直
し
つ
つ
、
よ
り
包
括

的
な
多
様
性
推
進
の
文
脈
の
中
で
解
決
策
を
模

索
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
特
に
重
要
な

の
は
、
具
体
的
な
施
策
の
実
施
と
そ
の
効
果
測

定
、
そ
し
て
継
続
的
な
改
善
サ
イ
ク
ル
の
確
立
で

あ
る
。
業
界
全
体
と
し
て
統
一
的
な
取
り
組
み
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な
改
革
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

第
2
章 

労
働
環
境

第
1
節 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
現
状
と
取
り
組
み

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
監
査
法
人
に
お
け
る
残
業

時
間
が
日
本
に
比
べ
て
短
い
の
は
、
い
く
つ
か
の

要
因
が
複
合
的
に
作
用
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
労
働
制
度
に
注
目
す
る
と
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
多
く
の
監
査
法
人
で
は
み
な
し
残
業
制

を
採
用
し
て
お
り
、
残
業
時
間
の
増
加
が
直
接

的
な
収
入
増
加
に
つ
な
が
ら
な
い
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
定
時
ま
で
に
業
務
を
終
え
よ
う

と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
機
能
す
る
一
方

で
、「
割
に
合
わ
な
い
」と
い
う
認
識
か
ら
、
入
職

後
3
年
程
度
で
の
離
職
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
少

な
く
な
い
。

　

さ
ら
に
、
2
0
2
4
年
に
施
行
さ
れ
た「
つ

な
が
ら
な
い
権
利
」
4
に
関
す
る
法
律
も
要
因

の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
法
律
に
よ
り
労
働
時
間

外
に
業
務
上
の
連
絡
を
受
け
る
こ
と
を
拒
否
す

る
権
利
が
法
的
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
公
正
労
働
委
員
会

（
F
W
C
）の
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
、
最
大
で

約
9
1
5
万
円
の
罰
金
が
科
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
労
働
基
準
を
守
ら
な
い
場
合

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
制
度
が
日
本
よ
り
も
充
実
し
て
お

り
、
法
的
な
観
点
か
ら
も
長
時
間
労
働
の
抑
制

が
図
ら
れ
て
い
る
。
業
務
遂
行
に
お
け
る
文
化
的

差
異
も
顕
著
で
あ
る
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
の
考
え
が
強
い
。
例
え
ば
週

末
に
家
族
と
の
時
間
を
過
ご
す
た
め
、
金
曜
日

の
午
後
以
降
の
会
議
は
避
け
ら
れ
、
各
個
人
の

業
務
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
集
中
す
る
傾
向
に

あ
る
。

　
さ
ら
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
業
務
文
化
に
お
い
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て
特
筆
す
べ
き
点
は
、
締
切
や
時
間
管
理
に
対
す

る
柔
軟
な
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
、
タ
ス
ク
が
当

日
中
に
完
了
し
な
い
場
合
で
も
、
実
際
に
先
方
が

確
認
す
る
の
は
翌
日
以
降
と
な
る
可
能
性
が
高

い
と
判
断
す
れ
ば
、
残
業
を
避
け
て
翌
朝
に
完
了

さ
せ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
抱
え
て
い
る
問
題
を

会
計
士
に
相
談
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
も
日
本
よ
り
遅

い
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。
日
本
は
問
題
を
早
期
に

発
見
し
事
態
を
悪
化
さ
せ
な
い
こ
と
や
時
間
を

守
る
こ
と
を
重
視
す
る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
自
分
の
ペ
ー
ス
を
乱
さ
な
い
こ
と
を
優
先
さ
せ

る
文
化
が
存
在
す
る
。

　
一
方
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
監
査
法
人
も
日

本
と
同
様
に
人
材
不
足
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て

お
り
、
S
N
S
を
活
用
し
た
採
用
戦
略
や
会
計

士
制
度
の
緩
和
、
外
国
人
材
へ
の
ビ
ザ
サ
ポ
ー
ト

な
ど
、
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
移
民
の
受

け
入
れ
も
、
人
材
不
足
を
補
い
、
残
業
時
間
を

抑
制
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

第
2
節 

日
本
へ
の
示
唆

　

管
理
会
計
の
品
質
適
合
コ
ス
ト
と
品
質
不
適

合
コ
ス
ト
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
理
論
に
照
ら
す
と
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
品
質
コ
ス
ト
の
総
和
の
最
小

化
を
志
向
す
る
一
方
で
、
日
本
は
品
質
不
適
合
コ

ス
ト
の
最
小
化
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の

違
い
は
労
働
時
間
の
差
異
を
生
む
一
因
と
な
っ
て

い
る
が
、
よ
り
本
質
的
な
問
題
は
、
日
本
に
お
け

る
労
働
者
保
護
法
制
の
実
効
性
の
低
さ
に
あ
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
長

時
間
労
働
の
是
正
に
は
、
明
確
な
基
準
と
実
効

性
の
あ
る
罰
則
を
伴
う
法
的
枠
組
み
の
確
立
が

不
可
欠
で
あ
る
。
現
在
の
日
本
の
労
働
法
制
は
、

違
反
に
対
す
る
制
裁
が
比
較
的
軽
微
で
あ
り
、

抑
止
効
果
が
十
分
で
は
な
い
。
ま
た
、
労
働
基

準
監
督
署
の
人
員
不
足
や
企
業
側
の
法
令
遵
守

意
識
の
低
さ
も
相
ま
っ
て
、
法
律
の
実
効
性
が
担

保
さ
れ
て
い
な
い
。
文
化
的
な
価
値
観
の
違
い
を

考
慮
し
つ
つ
も
、
労
働
者
の
基
本
的
な
権
利
を
守

る
た
め
の
法
的
基
盤
の
強
化
は
避
け
て
は
通
れ
な

い
課
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

よ
う
に「
つ
な
が
ら
な
い
権
利
」を
法
制
化
す
る
な

ど
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
対
応
し
た
新
た
な
労
働
者

保
護
の
枠
組
み
の
整
備
も
急
務
で
あ
る
。

　
日
本
の
会
計
士
業
界
も
、
将
来
的
に
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
よ
う
に
人
材
不
足
に
陥
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
備
え
る
た
め
に
は
、

外
国
人
の
人
材
を
活
用
す
る
こ
と
や
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
な
ど
の
国
と
の
資
格
の
相
互
認
証
を
行
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
会
計
士
の
イ
メ
ー

ジ
向
上
に
取
り
組
み
、
若
者
の
興
味
を
引
き
つ
け

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

第
3
章 

会
計
士
の
能
力
開
発

第
1
節 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
現
状
と
取
り
組
み

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
会
計
士
資
格
取
得
制
度

は
、C
A 

A
N
Z
、C
P
A 

Au
s
t
ra
l
ia
、

I
P
A
の
3
つ
の
会
計
士
協
会
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
お
り
、
各
協
会
が
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

能
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の

複
数
協
会
体
制
に
よ
り
、
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
の
変
化
に
応
じ
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
育
内

容
を
柔
軟
に
更
新
で
き
る
利
点
が
あ
る
。
実
際

に
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
A
I
、
グ
ロ
ー

バ
ル
戦
略
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
、
現
代
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に
適
応
し
た
科
目
が
迅
速
に
導

入
さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
会
計
士
育

成
は
、
T
e
c
h
n
i
c
a
l
、
P
e
r
s
o
n
a
l
、

L
e
a
d
e
r
s
h
i
p
、
B
u
s
i
n
e
s
s
の

4
つ
の
側
面
か
ら
総
合
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ

て
い
る
。
T
e
c
h
n
i
c
a
l
面
で
は
従
来
の

会
計
・
監
査
ス
キ
ル
、
P
e
r
s
o
n
a
l
面

で

は
C
r
i
t
i
c
a
l 

T
h
i
n
k
i
n
g

や
A
d
o
p
t
i
v
e 

M
i
n
d
s
e
t
、

L
e
a
d
e
r
s
h
i
p
面
で
は
S
t
o
r
y 

T
e
l
l
i
n
g
や
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n

ス
キ
ル
、
B
u
s
i
n
e
s
s
面
で
は
産
業
知
識
や

戦
略
的
思
考
力
に
加
え
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y 

F
l
u
e
n
c
y
の
向
上
を
重
視
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
教
育
費
用
の
高
騰
を
背
景
に
、
従

来
の
大
学
で
の
3
年
間
の
学
士
号
取
得
要
件
の

見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
会
計
士
の
認
知
度
が
低
く
、
退
屈

な
仕
事
と
い
う
印
象
が
強
い
た
め
、
会
計
士
の

コ
ー
ス
を
専
攻
す
る
学
生
が
減
少
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
対
策
と
し
て
、
若
者
の
興
味
を
引
く
た

め
に
Y
o
u
T
u
b
e
で
P
R
動
画
を
投
稿
す
る

な
ど
、
会
計
士
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

第
2
節  

日
本
へ
の
示
唆

　
日
本
の
会
計
士
育
成
制
度
は
、
法
律
に
基
づ

い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

科
目
の
変
更
に
は
法
改
正
が
必
要
と
な
り
、
環

境
変
化
へ
の
即
応
が
難
し
い
構
造
と
な
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
A
I
や
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
の
現
代
的
な
ス
キ
ル
育

成
を
公
認
会
計
士
試
験
や
実
務
補
習
所
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
迅
速
に
反
映
す
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
。

　
し
か
し
、
こ
の
制
度
的
な
制
約
を
補
完
す
る

取
り
組
み
も
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
A
I

倫
理
の
よ
う
な
新
し
い
分
野
に
つ
い
て
、
実
務

補
習
所
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
即
座
に
組
み
込

め
な
く
と
も
、
監
査
法
人
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
必
須
科
目
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
で
対
応

で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
制
度
上
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
実
務
研
修
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
環
境
変
化
へ
の
適
応
を
図
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
特
に
、
日
本
の
会
計
士
育

成
に
お
い
て
は
、
T
e
c
h
n
i
c
a
l
面
に
偏

重
し
が
ち
な
現
状
か
ら
、
P
e
r
s
o
n
a
l
、

L
e
a
d
e
r
s
h
i
p
、
B
u
s
i
n
e
s
s
の
各

面
で
も
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
人
材
育
成
を
目
指
す

べ
き
で
あ
る
。
制
度
上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
実
務

研
修
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
現
代

の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
が
要
求
す
る
多
面
的
な
ス
キ

ル
開
発
を
実
現
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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お
わ
り
に

　
本
調
査
を
通
じ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
会
計

士
業
界
に
お
け
る
取
り
組
み
が
、
単
な
る
数
値
目

標
の
達
成
や
特
定
の
属
性
に
焦
点
を
当
て
た
改

革
を
超
え
て
、
よ
り
本
質
的
な
組
織
変
革
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

文
化
的
差
異
へ
の
理
解
を
深
め
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
社
会
に
適
し
た
形
で
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
特
に
日
本
に
お
い
て
は
、
既
存

の
施
策
の
価
値
を
認
め
な
が
ら
も
、
よ
り
日
常

的
な
意
識
醸
成
の
機
会
を
創
出
し
、
多
様
性
へ
の

認
識
を
組
織
文
化
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
本
調
査
の
結
果
が
、
そ
う
し
た

本
質
的
な
改
革
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る

と
と
も
に
、
今
後
も
継
続
的
な
国
際
交
流
を
通

じ
て
、
相
互
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

https://www.charteredaccountantsanz.com/tools-and-resources/practice-management/diversity-equity-inclusion/gender-equity-charter-and-playbook
https://jicpa.or.jp/cpainfo/introduction/cpa_women/news/files/202312-01.pdf
https://www.bbc.com/news/articles/c5y32g7203vo
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